
※写
しゃ
真
しん
と内
ない
容
よう
品
ひん
の仕

し
様
よう
が若

じゃっかん
干異
こと
なる場

ば
合
あい
があります。

※写
しゃ
真
しん
の作
さく
品
ひん
は、着

ちゃく
色
しょく
したり、

　身
み
のまわりで集

あつ
まる素

そ
材
ざい
も利

り
用
よう
しました。

■用
よう
意
い
するもの

パス ペン はさみ カッターナイフ せっ着
ちゃく
ざいのり

セ
ッ
ト
内な
い

よ
う

作
さく
品
ひん
台
だい
紙
し
……………………1

わりピン……………………8
カラー工

こう
作
さく
方
ほう
がん紙

し
………1

カラー工
こう
作
さく
紙
し
………………2

平平
へいへい

面面
めんめん

作作
さくさく

品品
ひんひん

やや立立
りっりっ

体体
たいたい

作作
さくさく

品品
ひんひん

、、

幅幅
はばはば

広広
ひろひろ

いい作作
さくさく

品品
ひんひん

ができる!ができる!

わりピン8わりピン8個個
ここ

入入
いりいり

!!

うごいてうごいて楽楽
たのたの

しいしい

わりピンをわりピンを使使
つかつか

ってって

すてきなすてきな世世
せせ

界界
かいかい

をを作作
つくつく

ろう!ろう!

紙紙
かみかみ

をを立立
たた

てると、てると、

立立
りっりっ

体体
たいたい

作作
さくさく

品品
ひんひん

やや

2つの2つの場場
ばば

面面
めんめん

があるがある

作作
さくさく

品品
ひんひん

もできる!もできる!

わ
り
ピ

ンの

わ
り
ピ

ンの
使使
つ かつ か いい方方

か たか た

をくふうし

よ
う
!

をくふうし

よ
う
!

回回か
い
か
い

転転て
ん
て
ん

す
る
と

す
る
と

場場ばば

面面め
ん
め
ん

が
か
わ
る
よ
！

が
か
わ
る
よ
！

ううごごいいてて楽楽
たのたの

ししいい

※裏
うら
面
めん
につくり方

かた
の説
せつ
明
めい
があります。

・�カッターナイフなど、工
こう

作
さく

用
よう

具
ぐ

の
　取

と

りあつかいに注
ちゅうい

意しましょう。
・�わりピンなど、のこった部

ぶ

品
ひん

は、ふくろに
　入

い

れてかたづけておきましょう。



−うごいて楽
たの

しいわりピンワールド−つくり方
かた

わりピンの使
つか

い方
かた

わりピンの使
つか

い方
かた

をくふうして、作
さく

品
ひん

をつくりましょう。

①あなをあけます。 ②紙
かみ

を重
かさ

ねて、
　わりピンをさしこみます。

③うらがえして、
　わりピンのあしを広

ひろ

げます。

①土
ど

台
だい

をつくります。

④しきりをつくります。 ⑤しきりを取
と

りつけます。

②土
ど

台
だい

と作
さく

品
ひん

台
だい

紙
し

に、
　あなをあけます。

③土
ど

台
だい

と作
さく

品
ひん

台
だい

紙
し

を重
かさ

ねて、
　わりピンをさしこみます。

●平
へい

面
めん

作
さく

品
ひん

のれい

●立
りっ

体
たい

作
さく

品
ひん

のれい（2つの場
ば

面
めん

のつくり方
かた

）

・あなをあけるときは、下
した

にダンボールなどをしきましょう。
・工

こう

作
さく

用
よう

具
ぐ

の取
と

りあつかいに注
ちゅう

意
い

しましょう。

・きり

・めうち

あしを広
ひろ

げたあと、パーツの動
うご

きをかくにんしよう。

丸
まる

く切
き

ると
回
まわ

しやすいよ。

紙
かみ

を半
はん

分
ぶん

におります。 を谷
たに

おりにします。

のりしろをつくります。

のりしろにせっ着
ちゃく

ざいをつけます。

土
ど

台
だい

の上
うえ

にしきりをはります。

うらがえして、
わりピンのあしを広

ひろ

げます。

考
かんが

えたことを絵
え

にかき、
かざりつけをしましょう。

うでが動
うご

くよ。

テーブルが回
まわ

るよ。


